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――――――――――――――――――――――――――――――――――――――― 

    ◎開議の宣告 

〇議長（松浦 求君） おはようございます。ただいまの出席議員は１３人であります。

定足数に達しておりますので、会議は成立しました。 

    茶屋隆君から欠席の旨連絡がありました。ご報告いたします。 

    これから本日の会議を開きます。 

（午前１０時００分） 

――――――――――――――――――――――――――――――――――――――― 

    ◎諸般の報告 

〇議長（松浦 求君） 本日の議事日程は、あらかじめお手元に配付したとおりでありま

す。 

    日程に入るに先立ち、諸般の報告をいたします。 

    本日の一般質問は、通告順によって４番、川原木芳蔵君、１２番、古舘機智男君

の２人とします。 

    これで諸般の報告を終わります。 

――――――――――――――――――――――――――――――――――――――― 

    ◎一般質問 

〇議長（松浦 求君） これより本日の議事日程に入ります。 

    日程第１、一般質問を行います。 

    質問通告に基づき、発言を許します。 

――――――――――――――――――――――――――――――――――――――― 

    ◇４番 川原木 芳 蔵 議員 

〇議長（松浦 求君） ４番、川原木芳蔵君。 

             〔４番 川原木芳蔵君登壇〕 

〇４番（川原木芳蔵君） おはようございます。昨年の５月議員になり、今回が初めての

質問に当たり松浦議長の許可をいただき、ありがとうございます。また、同僚議員、

先輩議員の方々にも私に時間をいただき、ありがとうございます。 

    早速質問に入らせていただきます。中山間地畑作振興について、小規模基盤整備

についてと。軽米町は、古くから農業の町としてたくさんの作物を生産してきまし

た。もちろん今のような機械化ではなく、多くは手作業、それと体力を使いながら、

つい最近まで頑張ってこられたと思います。その割に収入も少なく、だんだん農業

から離れ、他産業に移り現金収入を求める農家が多くなってきた。原因はどこにあ

るのか。何が原因か考えたところ、耕地が狭く、あるいは作業道など、原因はそこ

にあります。また、多くの農業者からもそういう話をたくさん聞いております。大

きな面積が使用できる、また作業道等も整備されていれば、大型機械、トラクター、
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コンバイン等が使用でき、耕地の活用もできると、このように思います。現状のま

まであれば、今、ソバ、エゴマ等々の規模拡大を目指してきた方々にも不安の声が

上がっている。もちろん６次産業化、生産から加工、販売までを行って、安定した

農業経営を実現することを目的として、今取り組んでいる方々もおります。今後軽

米町の担い手として頑張ろうとしている若い方々のためにも小規模基盤整備が必要

と思われますが、町ではどのような考えなのかをお伺いいたします。 

〇議長（松浦 求君） 町長、山本賢一君。 

             〔町長 山本賢一君登壇〕 

〇町長（山本賢一君） 川原木芳蔵議員の中山間地畑作振興についてのご質問にお答えを

いたします。 

    中山間地域の畑作における基盤整備事業は、町としては現在行っておりませんが、

昨年１０月から岩手県の事業といたしまして簡易な基盤整備を行う活力ある中山間

地域基盤整備事業を実施しております。畑作関連の事業内容としまして、畑の区画

拡大、末端畑地かんがい施設の整備等であり、１０アール当たりの定額補助となっ

ております。事業実施期間は現在のところ平成３０年度となっており、補助採択要

件等ございますので、事業内容等の詳細については担当課までお問い合わせをお願

い申し上げたいと思います。 

    また、昨年度より町内全地域を対象とした「人・農地プラン」の見直しにかかわ

る集落座談会等で事業の紹介をしておりますし、広報かるまいお知らせ版等で周知

もいたしておりますので、事業をご活用していただき、中山間地域の畑作振興に努

めていただきたいと考えております。 

    以上、答弁とさせていただきます。 

〇議長（松浦 求君） ４番、川原木芳蔵君。 

             〔４番 川原木芳蔵君登壇〕 

〇４番（川原木芳蔵君） 小規模基盤整備についての町長の答弁、大変前向きな答えで、

ありがとうございます。今後軽米町の人口も減っていく、また農業者も少なくなる

と、このように思う。現在農業に携わっている年代、６０代、７０代がたくさんお

ります。若い方々に喜んで畑作経営ができるように、町を挙げて取り組んでいただ

けることをお願いいたします。 

    ２０１６年１２月８日、きのうの新聞でございますけれども、農業新聞、これは

私がとっている新聞ですけれども、中山間地に非常に予算を与えるという記事が載

っております。その内容は、２０１７年予算で中山間地農家を重点的に支援すると、

このように明言しています。特に中山間地農業を元気にするということで、具体的

には農地の整備、集落営農、法人化、６次産業化等々が盛り込んでおる。他産業並

みの所得を目指すことを提言し、政府に申し入れると、自民党ではこのように言っ
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ております。町でもしっかりと受けとめ、前向きに検討し、基盤整備したところへ

若い後継者が入りやすいようにするのが私たちの仕事と思います。できればスピー

ド感を持って対応していただけることをお願いしながら、次の質問に入らせていた

だきます。 

    第２問として、道の駅についてをお伺いします。他町村では道の駅を活用されて

いるが、軽米町ではどのような考えかをお伺いいたします。 

    軽米町の玄関はどこか。港もなく、空の便もなく、新幹線の駅もありません。唯

一、高速道路軽米インターがあります。私は、そこが軽米町の玄関であると思いま

す。たくさんの人々の出入りするその周辺に道の駅をと思いますが、もちろん軽米

町全地域からの交通網も便利のよい町中心部になります。町にはたくさんの品物が

あり、幅広い分野で多くの品々を出せると、このように思います。特にも軽米町で

なければない品目などもあります。来た方々には町の様子を知る道しるべにもなる

と思います。また、町の発展、もちろん町の雇用、あわせて出品業者の拠点にもな

ると思うが、町長の考えをお伺いいたします。 

〇議長（松浦 求君） 町長、山本賢一君。 

             〔町長 山本賢一君登壇〕 

〇町長（山本賢一君） 川原木議員の道の駅についてのご質問にお答えいたします。 

    道の駅は、各自治体と道路管理者が連携して設置し、国土交通省により登録され

た駐車場、休憩施設、地域振興施設が一体となった道路施設をいい、本年１０月７

日現在全国に１，１０７カ所が登録されております。道の駅が設置された背景には、

レジャーの多様化によって長距離ドライブを楽しむ人がふえてきたため、一般道路

でも誰もが２４時間自由に利用できる休憩施設が求められていたことや、道路利用

者や地域の人々の情報交換などにより地域の活性化を図る狙いもありました。多く

の道の駅では、その地域の文化、名所、特産品などを活用した直売所やレストラン

などを整備し、近年では道の駅がひとつの観光地として認知されるケースもあるな

ど、議員ご指摘のとおり地域活性化に有効な施設であると認識しております。 

    道の駅の設置間隔については、明確な基準は設けられておりませんが、おおむね

１０キロメートル程度の間隔で計画されていることから、当町においても１カ所の

道の駅の設置が可能と思われ、町の活性化に向けた取り組みとして設置場所や施設

の内容、さらには運営体制等についても十分調査、研究してまいりたいと考えてお

ります。 

    以上、答弁とさせていただきます。 

〇議長（松浦 求君） ４番、川原木芳蔵君。 

             〔４番 川原木芳蔵君登壇〕 

〇４番（川原木芳蔵君） 道の駅について町長より大変すばらしい前向きな答弁をいただ
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きまして、ありがとうございます。 

    軽米町にはたくさんの品物があり、生産者だけでなく消費者も足を運び、我が町

の道の駅として軽米町民一人一人が心を一つになる、必ず成り立つと、このように

思っております。つくることによって町の発展にもなり、拠点にもなり、町の様子

を知る道しるべにもなると、このように思っております。もちろん多くの雇用もあ

り、元気な町の顔として多くの方々に喜んでもらえると、このように思っています。

前向きな検討をお願いしながら、私の質問をこれで終わらせていただきます。あり

がとうございました。 

〇議長（松浦 求君） 町長、同じ質問ですけれども、お答えください。 

             〔町長 山本賢一君登壇〕 

〇町長（山本賢一君） 先ほど川原木議員から当町は農業が基幹産業、また畑作地帯でご

ざいます。たばこ耕作、それからホップ栽培、さまざまな農業展開されております

が、特に近年雑穀が非常に見直されておりまして、非常に販売も伸びております。

そういった町の特産を生かして、議員ご提案のとおり、さまざまなこれから６次産

業化を進めながら、そしてその先にはそういった道の駅等の検討を前向きにしなが

ら町の発展に努めてまいりたいと、そのように考えております。 

    以上でございます。 

――――――――――――――――――――――――――――――――――――――― 

    ◇１２番 古 舘 機智男 議員 

〇議長（松浦 求君） それでは、１２番、古舘機智男君。 

             〔１２番 古舘機智男君登壇〕 

〇１２番（古舘機智男君） それでは、通告していた２点について質問をいたしたいと思

います。 

    まず第１点は、ごみ減量化と二戸地区広域行政事務組合の焼却施設についてであ

ります。軽米町は、２０２０年までの総合発展計画で、ごみ減量の町と明確に位置

づけて、将来のごみゼロの町の構築を目指しますと高らかに宣言しております。 

    これまでの住民参加の取り組みの成果で、県が公表した平成２７年度の市町村ご

み排出量の年間実績によりますと、１人当たりのごみ排出量では軽米町は５８８グ

ラムで、事業系を含んでですが、県内３３市町村の中で３２位と、全県で２番目に

ごみの排出量が少ない町になっています。ある意味、ごみの減量の町として面目躍

如というべき結果であると思います。将来のごみゼロを目指す町として、住民も、

職員も大きな成果として自信と誇りを持つべきだと思います。 

    ごみの減量には、住民の日常生活から毎日発生するものですから、町民が主役の

事業そのものです。その中で、きのうも話題になりましたが、生ごみが主役です。

焼却するごみの中で生ごみの減量がごみの総量を減らす上で大きなウエートを占め
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ていることは、きのうの質問の中でも明らかになっています。 

    しかし、これまで軽米町は、きのうの答弁にもありましたけれども、いろいろ生

ごみ対策をしているところですが、鶏ふんと合わせて堆肥化にする施策や、また今

度は豚ぷんに合わせた施策等々とってやったが、結局はまだ成功に至っていなくて、

今度は一戸町方式の消滅型という形に移行していこうというような答弁が課長から

ありました。そういう意味では、まだまだ生ごみの課題、ごみゼロへの課題は大き

な問題を抱えているところだと思いますが、この生ごみ処理の現状と問題点、今後

の施策について、きのうも答弁がありましたが、もっと具体的に答弁をいただきた

いと思います。 

    ２点目は、燃やせばごみ、分ければ資源と言いますが、廃プラスチックの分別収

集は軽米町はリハーサルで終わってしまいました。実際にそのリハーサル中、こん

なにもプラスチックのごみがあるのかと思うほど、日常にプラスチックが使われて

いるのがわかりましたし、また多くの町民は大変だけれども、やればできると感じ

た人も多いのではないでしょうか。 

    しかし、実際には集めたものはそのまま燃やされている状況でした。それは、受

け入れ態勢ができていないということもありますし、その資源化の方策ができてい

なかったからだと思います。二戸地区広域行政事務組合では、廃プラスチックの資

源化計画がまだない状態の中で、前にしたこともありますけれども、徳島県上勝町

など軽米町より小さな町でもこの廃プラスチックの資源化をやっていますから、二

戸地区広域行政事務組合に働きかけていくという努力をしながらも、町独自の廃プ

ラスチック分別収集事業を検討すべきと考えますが、町長の答弁を求めたいと思い

ます。 

    ３つ目は、二戸地区広域行政事務組合の現在使われている焼却施設は、久慈市を

含めた岩手北部広域環境組合の解散によって、新規に建設されるのではなくて、大

規模改修による延命化計画が今進められているところであります。しかし、いずれ

近い将来には新設されることには、二戸地区でもありますし、そういう動きがあり

ます。 

    循環型社会形成推進の根幹である３Ｒ、リユース、リデュース、リサイクルがあ

りますけれども、この発生させない、再利用、再使用するなど、ごみの減量化で焼

却中心のごみ処理から、そしてそれに伴う大型焼却炉の建設ありきでなくて、どう

しても焼却しなければならないごみだけを焼却するコンパクトな施設にすることが

今求められているのではないでしょうか。 

    軽米町は平成２７年度の実績が示すように減量化の先頭に立ってきましたし、一

戸町はもうごみゼロを目指す町になっています。二戸市などと温度差は見られます

が、軽米町は二戸地区のごみ減量化の先陣を果たしていく、そしてごみ減量化によ
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ってコンパクトな焼却炉の建設、このような方向を示していく必要があると思いま

すが、町長及び担当課の答弁を求めたいと思います。 

〇議長（松浦 求君） それでは、初め事務方のほうから答弁お願いします。町民生活課

長、中野武美君。 

             〔町民生活課長 中野武美登壇〕 

〇町民生活課長（中野武美君） 古舘議員のごみ減量化と二戸地区広域行政事務組合の焼

却施設についてのご質問にお答えします。 

    第１点目の生ごみ処理の現状と問題点、今後の施策についてですが、町では町民

の皆さんのご協力を得ながらごみの減量化と資源循環型社会の形成を目指し、平成

２３年度から町中心部で生ごみ分別収集の実証試験に取り組み、平成２５年度から

は町内全域で本格実施しております。 

    生ごみは、各地区のごみステーションで収集し、町内の農場に運ばれ、豚ぷんと

一緒に１カ月かけて堆肥化されており、平成２７年度は約９７トンの生ごみを処理

しております。また、家庭での生ごみ処理を促進するため平成２３年度から電動式

生ごみ処理機、コンポストの助成事業に取り組んでおり、補助申請手続の簡素化や

補助率を４分の３に増嵩するとともに、上限額を電動式生ごみ処理機は５万円、コ

ンポストは５，０００円にそれぞれ引き上げて実施するなど、家庭ごみの中でも特

に燃えるごみの減少に役立っていると考えられます。 

    このように、生ごみ分別収集と生ごみ処理機等への補助は家庭ごみの減量化とリ

サイクル率の向上という循環型社会の構築に一定の役割を果たしており、今後とも

各行政区と連携を図りながら、地域における３Ｒと言われておりますごみ排出抑制、

再利用、再資源化を推進し、一層の減量化とリサイクル率の向上に努めてまいりま

す。 

    なお、生ごみ処理の今後につきましては、町直営での生ごみの処理が可能か検討

してまいります。 

    第２点目の廃プラスチックの分別収集についてですが、町では広く町民のご協力

をいただきながらプラスチック製容器包装につきましては平成２５年度から２年間

分別収集して減量化、資源化に向けた実証試験を行い、２年間の収集量は約２０ト

ンになっておりました。 

    プラスチック製容器包装については、中間処理として選別後に圧縮梱包して容器

包装リサイクル協会に引き渡すのが一般的な再資源化の流れですが、単独での中間

処理費用が多額となり、二戸地区広域市町村内で中間処理業務体制を研究してまい

りましたが、平成２７年４月からは従来どおり燃えるごみとして収集しております。 

    このことから、町単独でのプラスチック製容器包装の分別収集事業に取り組むこ

とは、現状におきましては中間処理費用が高額であるという理由などにより困難で
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あることをご理解願います。 

    ３点目の循環型社会形成の根幹である３Ｒによるごみ減量化による軽米町は二戸

地区のごみ減量化の先陣の役割を果たすべきというご提言についてですが、二戸地

区広域行政事務組合では現在二戸地区広域行政事務組合地域循環型社会形成推進地

域計画を策定中であります。これは、二戸地区クリーンセンターのごみ焼却施設が

平成７年７月に供用開始して以来２１年が経過しており、今後も安全かつ安定した

施設として稼働していくため基幹的設備改良を実施するもので、平成２９年４月１

日から平成３４年３月３１日までの５年間を計画期間とするものです。 

    ごみ焼却施設は、今回の基幹的設備改良後は適切な管理運営により平成３４年度

から１５年間稼働させることを目標としております。基幹的設備改良後につきまし

ては、経過を見つつ、時期を見て建設について検討がなされるものと考えておりま

すが、その際には議員ご指摘のとおり施設建設ありきということではなく、排出量

の削減結果を受けた整備方針により新設か、再延命かなどの議論もなされるものと

思います。 

    町としては、今後とも二戸広域全体の課題として情報交換しながら、ごみの減量

化と経費節減について積極的に提言してまいります。 

    以上、答弁といたします。 

〇議長（松浦 求君） 町長、山本賢一君。 

             〔町長 山本賢一君登壇〕 

〇町長（山本賢一君） それでは、私のほうから廃プラスチックの処理とコンパクト焼却

ということに関しましての答弁をさせていただきます。 

    廃プラスチックに関しましては、今課長のほうから答弁がありましたように、中

間処理費用が非常にかかるというふうなことで、皆さん方からこれまで協力してい

ただきましたことに関しまして本当に感謝を申し上げたいと思っております。今後

とも引き続き二戸地区広域行政事務組合に働きかけながら、この廃プラスチックの

処理等を促してまいりたいというふうに思っております。 

    あと、コンパクト焼却炉に関しましても、今減量化に関しましては決してこの４

市町村は足並みがそろっているわけではございませんので、そういったところの共

通認識を働きかけながら、できるだけそういった方向のほうに行くような流れは主

張してまいりたいというふうに思っております。 

    以上でございます。 

〇議長（松浦 求君） １２番、古舘機智男君。 

             〔１２番 古舘機智男君登壇〕 

〇１２番（古舘機智男君） 先ほどは平成２７年度のごみの１人当たりの発生量が岩手県

で下から２番目、少ないという実績で非常に評価したわけですが、しかしその後平
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成２８年度の月別の速報値なども見ていると、またぶり返しというか、ふえている

のが現実問題です。 

    そういう意味では、これまでの減少の問題についてはその根底のところには一つ

は新しい焼却施設をつくるとき、ごみ排出量の実績によって負担金、分担金が変わ

ってくるという形で、特にも軽米町は頑張ってきた部分もあると思いますが、しか

しその時期が過ぎて、何か一段落という形でごみ減量化の取り組みが非常に弱くな

ってきているのではないかというのを実感として持っています。 

    今、生ごみの問題での課長の答弁がございました。生ごみの処理は、鶏ふんと一

緒というときにもその問題点があるのではないかというのもありましたけれども、

それが今度は豚ぷんのほうにかわって、来年の４月からは消滅型のほうを検討する

という形になっています。一戸町の消滅型もきちんと安定した形の状況にはまだな

っていないようですが、一定の成果は上げているところと私は捉えています。しか

し、一戸町はそれをきちんと続けて、腰を据えて頑張っているのが実際なわけです。 

    今回の場合、もう４月にやめて、あとは検討中、消滅型にというのは、今まで生

ごみ処理の９７トン年間処理していたものが、実際に燃えるごみのほうに戻ってく

るのではないかという心配をしておりますし、その取り組みが非常に弱いのではな

いかと思います。それは、やっぱり腰を据えた将来ごみゼロにするというようなき

ちんとしたスケジュール、計画を持った取り組みを改めて見直してやる時点に今来

ているのではないか。電動、コンポストについても、補助率を高くしたのですが、

しかしなかなか普及が進まないということも私は認識しています。もっと地道で、

そして展望を持ったごみゼロへの町というのを今改めて住民の協力を訴える、一緒

になって構築していくということが求められているのではないかと思います。 

    とりあえず再質問としては、生ごみの処理の問題についてまだ見通しが今ついて

いないというのは、もう時間が余りない状況ですが、その生ごみ処理の問題につい

て具体的に４月以降どうするのか。それから、ごみゼロへ向かっての地道な取り組

みを再度立て直すという考えがあるのかどうか、答弁を求めたいと思います。 

〇議長（松浦 求君） 町長、山本賢一君。 

             〔町長 山本賢一君登壇〕 

〇町長（山本賢一君） ４月以降の件に関しましては、先ほど課長が答弁したとおり、そ

のような方向で、必ずそれは結果として出してまいりたいというふうに考えており

ます。そういう方向で今、一番私も担当課のほうには集中してそれに当たらせてお

りますので、何とか４月から順調にいきますように頑張ってまいりたいというふう

に考えております。 

    以上でございます。 

〇議長（松浦 求君） １２番、古舘機智男君。 
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             〔１２番 古舘機智男君登壇〕 

〇１２番（古舘機智男君） 次の質問に入りたいと思いますが、メガソーラーと町づくり

の問題に移りたいと思います。 

    この問題については何度か質問をしてまいりましたが、改めてやっぱり本当にこ

のままでいいのかというのが日ごろ非常に感じていて、また質問をいたしたいと思

います。 

    改めてですが、まず軽米町のメガソーラーの規模ですが、計画されている全ての

メガソーラーが完成すると発電規模が３８万キロワット、これは旧型の原発１基分

並みの出力になります。そして、その３８万キロワットは１２万７，０００世帯分

を賄える、一般家庭の電力です。ちなみに、軽米町は３，３００世帯であり、県北

部、二戸、そして久慈地区を合わせた世帯数も４万３，６００世帯ですから、１２

万７，０００世帯というと、県央部は除きますが、この県北地区と岩手県沿岸部、

大船渡市までの一般家庭の世帯の使用電力になる、それが３８万キロワットの発電

量です。桁違いに膨大であるというのがわかります。それが１，６６０ヘクタール

の山林を利用しながら発電されます。 

    町長も言われるように、地球温暖化抑制のための再生エネルギーの太陽光発電の

役割は大きく期待はされています。その太陽光発電ですが、２０１０年度の環境省

が行ったポテンシャル調査によると、日本全国で太陽光発電は戸建て住宅の屋根に

１億キロワット、さらに公共の建物、工場、未利用地など１億５，０００キロワッ

ト、合計３億５，０００キロワットは可能としています。３億５，０００キロワッ

トは、２０５０年までの全国での太陽光計画に近いものです。このポテンシャル調

査では、森林や農地は想定されたものではありません。ですから、森林、農地を除

いてもすごいポテンシャルを持っているというのは環境省調査でも明らかです。 

    また、２０１０年時点で太陽光発電の発電効率は控え目で見ております。今日進

月歩の技術革新で、当初は発電効率が太陽光１４％ぐらいのパネルでしたが、現在

では２０％とも言われています。同じ面積で２倍の７億キロワットが二、三十年で

可能だと言われています。 

    そして、２０５０年の社会のエネルギー消費はどうなのか。人口が減少して資源

消費の少ない社会への変化などにより、２０５０年は２０％程度減少するというの

が公式の報告でも予想されています。 

    さらに、エネルギー効率の高いＬＥＤ照明や高性能の断熱、軽米町もやりました

が、高効率のヒートポンプやハイブリッド車などによって、２０５０年にはＧＤＰ

が１．５６倍になってもさらに３０％減少されると推定されています。 

    つまり軽米町の山林を使っての太陽光発電３８万キロワットというのは異常とも

言える状況と、私は考えています。軽米町の山林中心の巨大メガソーラー推進方針
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は、国の再生可能エネルギーの固定価格買取制度を利用した外資系企業などの大企

業の利益を上げる計画が軽米町の場合便乗したものに過ぎないと思います。それを

税金を使ってまで援助することは納得できません。 

    ここでお断りしておきますが、今進んでいる地場産業とも言える鶏ふんから出る

鶏ふんバイオマス発電や山内地区など共有地を中心にして、ここは共有地の組合員

２４０世帯と聞いていますけれども、多数の地域住民が同意して進められている事

業、また多数の人が恩恵をこうむるという事業や、既に稼働している西山ソーラー

は遊休の牧野などの小単位の利用などであり、これらの事業は対策が万全なものな

ら納得できると、私は考えています。 

    軽米町の再生可能エネルギーの基本計画では、軽米の山林面積の１０％、約１，

８００ヘクタールと定めており、事業計画では今１，６００ヘクタールが既に進め

られています。１，６００ヘクタールの山林が黒く反射するメガソーラーや、また

調整池などで埋められてしまうことは、軽米の将来の姿にふさわしいのでしょうか。 

    新軽米町総合発展計画は、「豊かな自然の恵みと彩り、歴史と食文化の薫るにぎ

わいのまち」が第１に掲げられており、その基本理念に反するものと考えますが、

発展計画との整合性について答弁を求めたいと思います。 

    ２つ目は、再生エネルギーは地球温暖化の影響をなくしてくれると先ほど言いま

したが、最重要であることは論をまちません。しかし、固定買い取り制度で、先ほ

ど言いましたが、想定しないほどの企業が殺到し、法整備も不十分な中で、自然資

源乱開発に対する懸念が顕在化しつつあると言われています。今、現に九州や信州

などで景観や災害、自然保護等で地元住民との問題が起きています。 

    軽米町の場合は、これほど発電するのにエネルギーの地産地消の部分もなく、地

元の農家、住民参画の事業でなくて、外部の大手発電業者が実施するものに町が財

政を出して全面支援するものであり、ほかに例がないものです。 

    このようなことに対して、専門家が指摘しているように、発電業者が域外の企業

になると地元にもたらされる利益は非常に少なくなる、せいぜい土地貸しの場合、

地代と自治体に入ってくる固定資産税などの税収ぐらいであり、一時的な建設によ

る雇用が発生しても、これは発電業者の手元に入る収益の１０％にも満たない額だ

と言っています。 

    また、既に先発の発電業者が全国では途中で頓挫した例もあるようですが、発電

が始まって２０年後にどうなるのか、もとの豊かな自然が戻ってくるか、非常に心

配です。これまでの説明では非常に納得が得られませんでしたので、事業主が倒産

などしたときの保障について契約書などで明らかにしていただきたいというのが２

つ目の問題です。 

    答弁によって再質問をいたしたいと思います。 
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〇議長（松浦 求君） 町長、山本賢一君。 

             〔町長 山本賢一君登壇〕 

〇町長（山本賢一君） 古舘議員のメガソーラーと町づくりについてのご質問にお答えい

たします。 

    ご質問の新軽米町総合発展計画との整合性についてでありますが、この計画にお

いては町の将来像を「豊かな自然の恵みと彩り、歴史と食文化の薫るにぎわいのま

ち」とし、将来に向けた主な取り組みとして１０項目を設定し、低炭素社会に向け

た町づくり、バイオマスタウン構想を掲げているところであります。 

    現在進めております再生可能エネルギー推進による町づくりにあっては、こうし

た町の基本計画に基づくものであり、農林業を初めとする町の活性化にもつながる

ものとして推進しております。 

    なお、再生可能エネルギー事業の推進に当たっては可能な限り自然環境の保全や

防災対策などの対策を進めているところであり、新軽米町総合発展計画の基本計画

に配慮した取り組みであると考えているところであります。 

    次に、事業主が倒産した場合の保障などについてでありますが、太陽光発電事業

が２０年間と長期にわたることから、事業者の倒産などにより事業の中止や廃止を

回避するために、事業者や金融団において再生可能エネルギー事業のため特別目的

会社を設立し事業者の組織を構築しており、現事業者による事業の中止や廃止とな

った場合においても事業が継続される仕組みとなっております。 

    また、当町のメガソーラー事業は山林を活用した事業でありますが、事業期間終

了後の事業地は軽米町再生可能エネルギー発電の促進による農山村活性化計画や事

業者の設備整備計画において原状に回復することになっており、このため事業者は

発電設備を撤去し原状回復にかかわる費用を売電収入から積み立てることとなって

おります。 

    この積み立てが確実になされ、また事業終了後において速やかに原状回復が図れ

るよう町としてしっかりと管理していくため、事業者との再生可能エネルギー発電

設備の原状回復等に関する協定書の取り交わしについて現在協議を進めているとこ

ろであります。 

    以上、答弁とさせていただきます。 

〇議長（松浦 求君） １２番、古舘機智男君。 

             〔１２番 古舘機智男君登壇〕 

〇１２番（古舘機智男君） 町長は、日経系統のメガソーラーの新聞の中のインタビュー

に答える形で、地権者が少数であることからいろんな地元の問題点はないかという

ことに対して、その答えとして、軽米町では３００世帯、１，０００人の地元の方

の地権者があると答えています。先ほど山内地区のことを言いましたけれども、山
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内地区だけで２４０世帯ということで、その全体の面積から比べれば、あとは残り

が６０世帯という感じに、単純計算すればなってしまう。山内地区はそういう意味

では幅広い形で地権者の人たちが関与している形であると思いますが、そういうこ

とではやっぱり一部の人になってしまうのではないかというのは、町長のインタビ

ューに答えた形での内容で再度確認したいと思います。 

    それからもう一つは、先ほど言いましたけれども、２０年たてばいろんな太陽光

の性能、効率が高まってくることはもう明らかになっています。出力電力を計算す

れば、継続するにしても約半分の面積で間に合うという形の中で、２０年後以降と

いうのはなかなか見通しが立たないというのが現実ではないか。軽米町の将来のこ

とを考えれば、その２０年後どのような形になっていくかというのもきちんと描い

ておくことが為政者として必要だと思いますが、２０年後のメガソーラーの状況に

ついてどのように考えているのか、２つ目はお聞きしたいと思います。 

    また、今回の補正予算の中でめぐみ基金のことが書かれていますが、町長は日経

関連のインタビューでこのめぐみ基金については、特定目的会社ＳＰＣの経常利益

の一部という形でインタビューに答えております。直接的な発電業者ではなく特定

目的会社という形での一定の寄附をもらうことになっていますが、この仕組みにつ

いて、特別委員会の中での説明でもいいのですが、概略の答弁がございましたらお

願いします。 

    また、景観の問題ですが、新軽米町総合発展計画の関係では低炭素社会の中でバ

イオマス発電というのは触れられていますが、太陽光発電については新軽米町総合

発展計画の中に触れられておりません。もちろん低炭素社会という中の一つのくく

りになりますが、軽米町の大面積を利用するものだったらその中に、範疇におさめ

るというのは非常に無理があるのではないか。全国的には景観の問題等々で大きな

問題になっている中で、新軽米町総合発展計画に整合性があるという答弁は到底納

得できないものであります。 

    このことについての４点について、ご答弁をお願いしたいと思います。 

〇議長（松浦 求君） ちょっと休憩いたします。 

午前１０時５５分 休憩 

――――――――――――― 

午前１１時０５分 再開 

〇議長（松浦 求君） それでは、そろいましたので休憩前に引き続き会議を開きます。 

    一般質問途中でございますので、答弁をいたします。 

    町長、山本賢一君。 

             〔町長 山本賢一君登壇〕 

〇町長（山本賢一君） 先ほど４点ほど質問をいただいておるわけでございますが、まず
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この前の日経の件でございますが、私のインタビューで３００世帯というふうなこ

とが載っていたと。それは事実でございますが、あの時点の３００世帯と申します

のは山内地区のメガソーラーと、それから尊坊地区のメガソーラー、そして高家地

区のメガソーラーの地権者の数で、正確には３３０世帯でございます。少し少な目

に出しましたが、１，６００ヘクタールでの展開云々かんぬんの数ではございませ

ん。ですから、第三者の会社に関しましてはまだ正式に東北電力からの最終の連携

承諾が来ておりませんので、その世帯数は省いてございます。 

    それから、低炭素社会における町づくりということでございますが、町全体とし

ても今地中熱とか、さまざまな低炭素社会に向けての取り組みはしております。そ

うした中で、今日本の国全体のエネルギーの自給率の向上やら、低炭素社会を目指

しているわけでございまして、そういった中でのメガソーラー、当町としての取り

組みを推進しているというようなご理解をいただければと思っております。 

    また、さまざまな面で地元貢献がないのではないかというふうなご指摘ではござ

いますけれども、いろんな形で今地元貢献をお願いしております。現地法人もつく

っていただくことで１社は了解しておりますし、もう１社も今そういった話を会社

の中で進めております。それから、そのほかに雇用、それからまたふるさと納税、

このめぐみ基金だけではなくいろんな形で地元貢献をお願いしております。それも

きちんと実践していただくように、今後とも働きかけてまいりたいというふうに考

えております。 

    めぐみ基金に関しましては担当のほうから、今回議案としても出しておりますの

で、説明させたいと思います。よろしくお願いいたします。 

〇議長（松浦 求君） 再生可能エネルギー推進室長、平俊彦君。 

             〔再生可能エネルギー推進室長 平 俊彦君登壇〕 

〇再生可能エネルギー推進室長（平 俊彦君） それでは、ご質問いただきましためぐみ

基金についてご説明申し上げます。 

    今定例会に基金創設ということで条例創設の提案をさせていただいておりました

が、基金の原資となります寄附金の仕組みについてご説明申し上げたいと思います。 

    軽米町で計画されております再生可能エネルギー事業のメガソーラー事業でござ

いますが、事業主体につきまして町のほうと整備のほうは進めているわけでござい

ますが、事業者のほうでは合同会社を設立しまして再生可能エネルギー発電事業に

特化した目的会社を設立しております。寄附金につきましては、町と事業者であり

ます合同会社等と協定のほうを締結させていただきますようお願いしているところ

でございます。 

    その基金の使途でございますけれども、使途につきましては町で計画しておりま

す基本計画でございますが、農林業の振興、それから町の活性化対策などに活用し



- 63 - 

ようとするものでございます。 

    なお、地域貢献のほうでございますが、先行している合同会社、事業者につきま

しては町内に現地法人を設立しておりまして、今後の事業者のほうに対しましても

現地法人の設立をお願いしているところであります。 

    以上でございます。 

〇議長（松浦 求君） １２番、古舘機智男君。 

             〔１２番 古舘機智男君登壇〕 

〇１２番（古舘機智男君） 再質問をいたします。 

    ３３０世帯、１，０００人という形にはブルーエナジーパートナーズの分は入っ

ていなくて、それ以外の分、東北電力と契約済みの分という形で捉えています。そ

れにしても、その中で２４０世帯が山内地区で、それ以外は地権者の数が非常に少

ないというか、そういう形になっていることは指摘をしておきたいと思いますし、

もう一つは新軽米町総合発展計画との整合性の関係でいえば、岩手県でも景観条例、

景観を示しております。軽米町などは農山村の田園風景というか、一戸町や盛岡市

みたいな形での制約は受けていませんが、やっぱり農村風景、山林の風景などの景

観を大事にする。岩手県全体がそういう方向になっておるところでもあります。 

    そういう意味で、「南部高原 みどりのまきば かるまい」というのが前の町長

の軽米町の大きなイメージ図でもありました。なだらかな平原の中にある軽米町、

北欧にも似た風景という、そういう形の中での軽米町の風景、原風景というか、自

然の恵みそのものではないか、それがやっぱり大きく改変される状況になるのでは

ないかということを改めて私は問題提起しておきたいと思います。 

    それからもう一点、これは簡単ではないかもしれませんけれども、相当量の発電

をしながら結局エネルギーの地産地消の観点の部分は全然ない。軽米町の役場庁舎

の分については一定のことをやろうとしていますが、これだけ電源の発電計画を持

っていながら、軽米町の資源のエネルギーから、全部高圧線によってほかに行って

しまって、地産地消の観点というのはないということに対して、質問通告にもちょ

っと指摘はしていましたけれども、今後について、簡単ではないかもしれませんが、

どのような考えを持っているかというのをお聞きしたい、このように思います。 

    あとは具体的な問題になりますけれども、東北電力との契約というのがもう済ん

だところはそれなりに進んできていると思うのですが、まだ全体の面積の中の七、

八割を占める、町長選挙のあたりにばっと協定を結んだという最後の大面積の分、

２０万キロワット分が今までの契約した分ですが、あと１８万キロワットの分はそ

の時点での大面積なものがありますけれども、そういう形のやつはちょっと見直す

という観点も必要ではないかということも、それに対しての見解がございましたら

ご答弁をお願いいたします。 
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〇議長（松浦 求君） 町長、山本賢一君。 

             〔町長 山本賢一君登壇〕 

〇町長（山本賢一君） 景観に関しましては、例えば古舘議員おっしゃるとおり１，６０

０町歩ですか、そういったことが最終的にそういうふうな状況になりましても、全

てそこが伐採されるわけではございません。実際伐採されてパネルが敷設されるの

はその半分以下というふうに私も認識しております。そういった面で、ご心配され

るような景観の破壊といいますか、そういったことは私は想定はしておりません。 

    それからまた、地産地消に関しましてはこれは相手があることでございますので、

私が今軽々にこうします、ああしますということは言えませんが、今後の検討とさ

せていただきたいと思っております。 

    以上、答弁させていただきました。 

〇議長（松浦 求君） 古舘機智男君、いいですか。 

〇１２番（古舘機智男君） はい。 

〇議長（松浦 求君） 以上をもって本日の一般質問は終わりたいと思います。 

――――――――――――――――――――――――――――――――――――――― 

    ◎散会の宣告 

〇議長（松浦 求君） 次の本会議は、１２月１５日午前１０時からこの場で開きます。 

    本日は散会いたします。ありがとうございました。 

（午前１１時１６分） 


